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要約
事業概要

シップヘルスケアホールディングス株式会社（東証PRM 3360、以下、同社）は、病院などの医療機関に対し、医療・保

健・福祉・介護など、医療介護分野に係る業務全般を支援する総合ソリューション企業グループである。同社は経営資源

の効率化の観点から、グループ内の再編統合を進めており、連結子会社は65社（2024年4月1日付）から52社（2026年4

月30日付）になった。同社グループは、病院などの医療施設、介護施設等の設備投資にあたり、プランニングから医療

機材調達、開業後の院内医療機器、機材の物流管理から運営受託まで、ワンストップでヘルスケアに係るサービスを医

療・介護施設運営者に対して提供し、その対価を得る。

大阪府吹田市が本拠地であるため関西地域での実績が比較的多いが、東京都も含め国内全地域で事業展開している。海外

では、主にアジア地域を中心として病院運営事業を展開している。同社はヘルスケア分野を事業領域としており、当該分

野に関するワンストップサービスの提供を目指している。同社は、1992年の設立以来、M&A等によりグループ企業数が

増加しており、提供できるサービスの領域を拡大し続けてきた。

同社のビジネスは、医療機関に対し、施設の建設・移転・増改築などの計画初期のコンサルティングから、開業後の物流

や介護サービス、医薬品提供など関係性を深めてゆくストック型のビジネスモデルである。同社は、医療機関を顧客とし

てだけではなく「協業の重要なパートナー」とも位置づけ、医療機関との関係を継続することで、次のプロジェクトを請

けたり、運営業務の支援や受託を得ることで事業を拡大する。こうした関係を全国に拡大するほか、海外においても、現

地の医療機関や政府との関係性を構築し、医療機関の委託運営などへも事業を拡大している。

同社が運営する事業は以下の4事業セグメントから構成される。各セグメントの売上高構成比は、トータルパックプロデ

ュース（TPP）事業19％、メディカルサプライ（MSP）事業71％、ライフケア（LC）事業5％、調剤薬局（PH）事業

5％である。各セグメントの利益構成（調整前ベース）でみると、TPP事業44％、MSP事業31％、LC事業9％、PH事業

16％、同利益率は過去10年間のレンジでみると、TPP事業7.4％～10.4％、MSP事業1.3％～2.0％、LC事業3.0％～

9.5％、PH事業8.6％～11.6％である（いずれも2026年3月期実績）。

TPP事業は4セグメント中で利益寄与が最も大きい事業である。業務内容上、大別して商社系とメーカー系に分かれ、商

社系ビジネスのなかでもプロジェクトと呼ばれる病院施設の新設・移設などに係る事業が利益に寄与する。ただし、年度

ごとにプロジェクトの案件が異なるため利益率が変動する。メーカー系は医療・介護設備の製造子会社3社を中心に行う

ビジネスである。

MSP事業は売上規模が最も大きい事業である。病院内の医療機器・器具の物流サービスで、新規案件では立ち上げ費用が

嵩むが、利益率は安定している。同社では、取扱物量の拡大や商品管理の合理化による収益性改善を進めている。

LC事業は、老人ホーム、グループホーム等の運営や食事提供サービス業務、リハビリ支援業務で構成される。同社が運

営する老人ホーム、グループホーム等は高水準の入居率を維持しており利益率が高い。一方、拡大中の食事提供の事業は

材料費の高騰などにより利益率は厳しい状態となっている。

PH事業は保険薬局の運営で、MSP、LCなど他の事業セグメントとの協業や、M&A、店舗の統廃合なども活用し、業界大

手に比べて高い利益率を維持している。

業績動向

2026年3月期は、売上高718,163百万円（前期比5.9％増）、営業利益24,482百万円（同1.2％減）、経常利益26,331百万円

（同1.2％増）、親会社株主に帰属する当期純利益13,394百万円（同11.5％減）となった。売上高は4事業とも会社の当初

計画を上回った。しかしながら、営業利益は当初計画を下回って、同1.2％減となった。主な要因は、トータルパックプ

ロデュース事業で、リニューアル案件における省エネ関連工事の部材の納期遅延や、メーカー系子会社における部品価格

高騰・生産遅延、M&A手数料などの一過性の諸費用を計上し、減益となったことである。メディカルサプライ事業も、前

年度実績は上回ったものの、病院経営の厳しさから備品納入が先送りされ会社計画を下回った。
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2027年3月期通期会社業績見通しは、売上高740,000百万円（同3.0％増）、営業利益26,000百万円（同6.2％増）、経常利

益26,500百万円（同0.6％増）、親会社株主に帰属する当期純利益16,000百万円（同19.5％増）である。第1四半期決算発

表時（2026年8月7日付）では、見通しに変更はない。事業セグメント別では、トータルパックプロデュース、メディカ

ルサプライの両事業で増収増益を見込む。同社は、グループで継続的に事業成長を目指す方針で、「医療」「保健」「福

祉」「介護」「サービス」の分野で最適なソリューションを一括で提供できる体制を強化する計画である。

同社は、2025年5月13日付けで、前中期経営計画「SHIP VISION 2024」（2023年3月期から2025年3月期）に次ぐ中期

経営計画「SHIP VISION 2030」を策定した。計画期間は、2026年3月期から2030年3月期までの5年間である。定量目標

は、計画期間5年間の年平均売上高成長率（CAGR）は5％、最終年度となる2030年3月期の営業利益率は4％、ROEは

12％とした。キャピタルアロケーションは、計画期間5年間で100～120十億円のキャッシュを獲得し、このうち約60～

80十億円を将来の成長に向けた戦略投資に投下、配当は累進配当を基本に配当性向30％以上を目指す、とした。投資の

進捗により、自己株式の取得・消却を機動的に行う予定である。
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主要経営指標

出所：会社資料よりSR社作成

*表の数値が会社資料とは異なる場合があるが、四捨五入により生じた相違であることに留意

損益計算書 17年3月期 18年3月期 19年3月期 20年3月期 21年3月期 22年3月期 23年3月期 24年3月期 25年3月期 26年3月期 27年3月期
（百万円） 連結 連結 連結 連結 連結 連結 連結 連結 連結 連結 連結会予

売上高 408,487 425,566 444,048 484,395 497,156 514,353 572,285 630,988 678,229 718,163 740,000
前年同期比 33.1% 4.2% 4.3% 9.1% 2.6% 3.5% 11.3% 10.3% 7.5% 5.9% 3.0%
営業利益 16,055 18,259 17,952 18,794 21,800 20,505 21,144 24,539 24,779 24,482 26,000
前年同期比 14.3% 13.7% -1.7% 4.7% 16.0% -5.9% 3.1% 16.1% 1.0% -1.2% 6.2%
営業利益率 3.9% 4.3% 4.0% 3.9% 4.4% 4.0% 3.7% 3.9% 3.7% 3.4% 3.5%
経常利益 16,478 18,935 18,532 19,931 21,761 21,287 20,607 25,219 26,023 26,331 26,500
前年同期比 11.8% 14.9% -2.1% 7.5% 9.2% -2.2% -3.2% 22.4% 3.2% 1.2% 0.6%
当期純利益 9,410 10,350 11,236 11,803 12,280 12,172 12,063 13,799 15,128 13,394 16,000
前年同期比 6.4% 10.0% 8.6% 5.0% 4.0% -0.9% -0.9% 14.4% 9.6% -11.5% 19.5%

1株当たりデータ　（円、株式分
割調整後）

EPS 186.3 204.6 227.8 247.7 247.7 129.0 127.9 146.2 160.3 144.2 175.0
BPS 1,806.1 1,974.0 2,003.4 1,073.4 1,181.1 1,253.7 1,357.1 1,478.8 1,580.1 1,641.7
DPS 60.0 64.0 70.0 75.0 80.0 41.0 42.0 50.0 58.0 60.0 65.0
配当性向 32.2% 31.3% 30.7% 30.2% 30.8% 31.8% 32.8% 34.2% 36.2% 41.6%
貸借対照表　（百万円）

現金・預金・有価証券 49,444 59,644 72,393 78,717 73,907 73,808 80,839 85,072 77,502 80,566
有形固定資産 53,483 55,770 54,652 57,014 57,941 57,995 65,127 63,305 58,960 56,663
投資その他の資産計 23,402 24,398 32,654 31,838 44,085 41,195 43,458 49,377 50,553 46,125
無形固定資産 12,208 11,780 10,333 9,520 10,581 9,354 16,149 14,855 12,731 11,720
固定資産合計 89,093 91,949 97,640 98,373 112,607 108,545 124,735 127,538 122,245 114,510
資産合計 263,540 285,438 299,212 308,873 334,498 335,074 381,977 387,562 381,702 385,109
買掛金 86,307 88,716 106,143 109,719 123,690 122,244 138,505 147,073 157,137 164,639
短期有利子負債 6,770 7,646 5,998 5,490 7,174 6,208 32,367 7,471 6,720 4,762
流動負債合計 126,377 137,928 128,176 133,115 151,942 148,371 197,020 181,165 188,013 195,914
長期有利子負債 36,146 36,765 64,866 62,078 57,787 55,011 41,571 50,459 30,620 25,606
固定負債合計 43,530 45,154 73,300 71,076 67,451 64,384 53,842 64,170 43,408 36,767
負債合計 169,908 183,083 201,477 204,191 219,394 212,756 250,862 245,335 231,421 232,681
純資産合計 93,632 102,354 97,734 104,681 115,103 122,318 131,115 142,216 150,280 152,428
負債純資産合計 263,540 285,438 299,212 308,873 334,498 335,074 381,977 387,562 381,702 385,109
有利子負債（短期及び長期） 42,916 44,411 70,864 67,568 64,961 61,219 73,938 57,930 37,340 30,368
財務指標

ROA 6.8% 6.9% 6.3% 6.6% 6.8% 6.4% 5.7% 6.6% 6.8% 6.9%
ROE 10.9% 10.8% 11.5% 12.0% 11.5% 10.6% 9.8% 10.3% 10.5% 8.9%
自己資本比率 34.7% 35.0% 31.9% 33.0% 33.3% 35.3% 33.5% 36.0% 39.1% 39.2%
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業績動向
四半期業績動向

出所：会社資料よりSR社作成

*表の数値が会社資料とは異なる場合があるが、四捨五入により生じた相違であることに留意

2027年3月期第1四半期実績（2026年8月7日発表）

2027年3月期第1四半期（2026年4月～6月）実績

売上高：176,361百万円（前年同期比8.0％増）

営業利益：2,784百万円（同5.7％減）

経常利益：3,383百万円（同9.2％増）

親会社株主に帰属する四半期純利益：2,090百万円（同3.0％増）

事業環境

日本経済については、雇用・所得環境の改善や各種政策の効果を背景に、景気は緩やかな回復基調で推移したものの、中

東情勢を巡る地政学的リスクやエネルギー・原材料価格の動向、金融資本市場の変動等の影響も懸念され、景気の先行き

は不透明な状況となっている。

医療業界では、物価・人件費の上昇や物流費等の上昇、人手不足を背景に医療機関の経営環境は引き続き厳しい状況にあ

る。医療DXの推進や業務効率化、持続可能な医療提供体制の構築が求められている。一方、令和8年度診療報酬改定にお

いて急性期病院への手厚い改定となったほか、機材仕入れ消費税の補てんや老朽病院の建て替えの補助等の議論も活発化

四半期業績推移（累計） 25年3月期 26年3月期 27年3月期 27年3月期
（百万円） 1Q 1-2Q 1-3Q 1-4Q 1Q 1-2Q 1-3Q 1-4Q 1Q 進捗率 上期会予 進捗率 通期会予

売上高 155,219 310,032 492,272 678,229 163,310 333,385 522,415 718,163 176,361 51.1% 345,000 23.8% 740,000
前年同期比 6.0% 4.5% 8.7% 7.5% 5.2% 7.5% 6.1% 5.9% 8.0% 3.5% 3.0%

売上総利益 13,689 28,007 46,185 66,743 13,733 29,318 46,102 66,703 13,643
前年同期比 -3.2% -5.2% 1.3% 1.7% 0.3% 4.7% -0.2% -0.1% -0.7%
売上総利益率 8.8% 9.0% 9.4% 9.8% 8.4% 8.8% 8.8% 9.3% 7.7%

販管費 10,186 20,263 31,064 41,964 10,779 21,139 31,651 42,221 10,859
前年同期比 -1.0% -0.2% 2.0% 2.2% 5.8% 4.3% 1.9% 0.6% 0.7%
売上高販管費比率 6.6% 6.5% 6.3% 6.2% 6.6% 6.3% 6.1% 5.9% 6.2%

営業利益 3,502 7,743 15,121 24,779 2,953 8,179 14,450 24,482 2,784 32.8% 8,500 10.7% 26,000
前年同期比 -8.8% -16.2% -0.1% 1.0% -15.7% 5.6% -4.4% -1.2% -5.7% 3.9% 6.2%
営業利益率 2.3% 2.5% 3.1% 3.7% 1.8% 2.5% 2.8% 3.4% 1.6% 2.5% 3.5%

経常利益 4,491 8,414 16,545 26,023 3,099 8,722 15,462 26,331 3,383 39.8% 8,500 12.8% 26,500
前年同期比 -3.4% -16.8% 4.8% 3.2% -31.0% 3.7% -6.5% 1.2% 9.2% -2.5% 0.6%
税前利益率 2.9% 2.7% 3.4% 3.8% 1.9% 2.6% 3.0% 3.7% 1.9% 2.5% 3.6%

四半期純利益 3,081 5,539 10,517 15,128 2,030 5,432 9,381 13,394 2,090 38.0% 5,500 13.1% 16,000
前年同期比 2.8% 50.3% 45.6% 9.6% -34.1% -1.9% -10.8% -11.5% 3.0% 1.3% 19.5%
四半期純利益率 2.0% 1.8% 2.1% 2.2% 1.2% 1.6% 1.8% 1.9% 1.2% 1.6% 2.2%

四半期業績推移（３カ月） 25年3月期 26年3月期 27年3月期
（百万円） 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q
売上高 155,219 154,813 182,240 185,957 163,310 170,075 189,030 195,748 176,361

前年同期比 6.0% 3.0% 16.6% 4.5% 5.2% 9.9% 3.7% 5.3% 8.0%
売上総利益 13,689 14,318 18,178 20,558 13,733 15,585 16,784 20,601 13,643

前年同期比 -3.2% -7.0% 13.4% 2.6% 0.3% 8.8% -7.7% 0.2% -0.7%
売上総利益率 8.8% 9.2% 10.0% 11.1% 8.4% 9.2% 8.9% 10.5% 7.7%

販管費 10,186 10,077 10,801 10,900 10,779 10,360 10,512 10,570 10,859
前年同期比 -1.0% 0.7% 6.5% 2.6% 5.8% 2.8% -2.7% -3.0% 0.7%
売上高販管費比率 6.6% 6.5% 5.9% 5.9% 6.6% 6.1% 5.6% 5.4% 6.2%

営業利益 3,502 4,241 7,378 9,658 2,953 5,226 6,271 10,032 2,784
前年同期比 -8.8% -21.4% 25.2% 2.6% -15.7% 23.2% -15.0% 3.9% -5.7%
営業利益率 2.3% 2.7% 4.0% 5.2% 1.8% 3.1% 3.3% 5.1% 1.6%

経常利益 4,491 3,923 8,131 9,478 3,099 5,623 6,740 10,869 3,383
前年同期比 -3.4% -28.3% 43.4% 0.5% -31.0% 43.3% -17.1% 14.7% 9.2%
経常利益率 2.9% 2.5% 4.5% 5.1% 1.9% 3.3% 3.6% 5.6% 1.9%

四半期純利益 3,081 2,458 4,978 4,611 2,030 3,402 3,949 4,013 2,090
前年同期比 2.8% 257.3% 40.7% -29.9% -34.1% 38.4% -20.7% -13.0% 3.0%
四半期純利益率 2.0% 1.6% 2.7% 2.5% 1.2% 2.0% 2.1% 2.1% 1.2%
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し、設備投資回復の兆しが見えてきた。また、2040年を見据えた新たな地域医療構想のもと、地域の実情に応じた医療

機能の再編・集約化や、持続可能で効率的な医療提供体制の構築が求められている。

こうした環境の中で、同社グループでは、2027年3月期は中期経営計画「SHIP VISION 2030」の2年目にあたり、同社

は、「グループ経営資源の最適化によるポートフォリオ経営」を基本方針とし、3つの重点施策である「新規事業創出」

「再編統合」「成長領域の拡大」を積極的に推進した。

業績概況

第1四半期の売上高は同8.0％増となった。トータルパックプロデュース事業で大型プロジェクト案件が予定通りの進捗と

なったほか、前期にグループ入りしたODA専門商社が寄与した。また、メディカルシステムサプライ事業では、新規SPD

施設の稼働や既存施設での受託領域が拡大した。

売上総利益は13,643百万円（同0.7％減）、同利益率は7.7％（同0.7％ポイント低下）となった。この要因は、トータルパ

ックプロデュース事業のメーカー系で医療設備案件が減少したことや、メディカルシステムサプライ事業で、仕入れ先メ

ーカーとの価格交渉の一部が第2四半期以降にずれ込んだこと、調剤薬局事業で季節性疾患の患者減少、などである。販

管費は、ODA専門商社の連結化にともなう費用増はあったものの、概ね前年同期並みとなる10,859百万円（同0.7％増）

にとどまった。この結果、営業利益は同5.7％減、同利益率は1.6％（0.2％ポイント低下）となった。

経常利益は同9.2％増と増加した。この要因は、前年同期の為替差損219百万円が消滅し、為替差益70百万円を計上した

ことや、持分適用関連会社の株式会社チャーム・ケア・コーポレーション（東証PRM 6062）の業績好調による持分法に

よる投資利益299百万円（同107.6％増）の計上、などである。

当第2四半期累計期間（上半期）の業績見通しに対する進捗率は、売上高51.1％、営業利益32.8％、経常利益39.8％、中

間純利益は38.0％となった。

セグメント別業績概要

トータルパックプロデュース事業

業績推移

出所：会社資料よりSR作成

セグメント売上高（外部顧客に対する売上高、以下同様）：26,659百万円（同11.9％増）

セグメント利益：467百万円（同0.2％増）、同利益率1.8％（同0.2％ポイント低下）

売上高は同11.9％増と伸長した。大型プロジェクト案件が同社の計画通り売上に計上されたことが大きく寄与し、プロジ

ェクト・ルーチンの売上高は14,020百万円（同55.5％増）となった。また、前期にグループ入りしたODA専門商社の株

式会社テックインターナショナルが新たに連結業績に加わった。

セグメント利益は同0.2％増と伸び悩み、同利益率は同0.2％ポイント低下した。この要因として、収益性の良いメーカー

系ビジネス、特に株式会社セントラルユニで医療設備案件が減少したほか、中東情勢を背景とした石油由来部品の供給懸

念や原価への負担増もあったこと、などが挙げられる。メーカー系の売上高は5,130百万円（同27.9％減）となり、売上

トータルパックプロデュース 25年3月期 26年3月期 27年3月期
（百万円） 1Q 1-2Q 1-3Q 1-4Q 1Q 1-2Q 1-3Q 1-4Q 1Q
累計売上高 25,307 48,083 87,245 133,167 23,834 51,156 89,898 136,604 26,659

前年同期比 -9.2% -15.1% 3.2% -0.4% -5.8% 6.4% 3.0% 2.6% 11.9%
累計営業利益 1,098 2,498 6,580 12,017 466 2,417 4,984 10,812 467

前年同期比 -17.2% -27.4% 14.7% 1.8% -57.6% -3.2% -24.3% -10.0% 0.2%
営業利益率 4.3% 5.2% 7.5% 9.0% 2.0% 4.7% 5.5% 7.9% 1.8%

プロジェクト件数 9 - - -
3ヶ月 25年3月期 26年3月期 27年3月期

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q
売上高 25,307 22,776 39,162 45,922 23,834 27,322 38,742 46,706 26,659

前年同期比 -9.2% -20.9% 40.3% -6.6% -5.8% 20.0% -1.1% 1.7% 11.9%
営業利益 1,098 1,400 4,082 5,437 466 1,951 2,567 5,828 467

前年同期比 -17.2% -33.9% 77.9% -10.4% -57.6% 39.4% -37.1% 7.2% 0.2%
営業利益率 4.3% 6.1% 10.4% 11.8% 2.0% 7.1% 6.6% 12.5% 1.8%
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構成の悪化につながった。また、前年同期に高水準の売上高を計上した、付加価値の高い医療情報系ソリューションビジ

ネス（アイネット・システムズ株式会社）が、当四半期においては通常の水準に戻ったことも、利益率の低下に影響し

た。

メディカルサプライ事業

業績推移

出所：会社資料よりSR作成

セグメント売上高：131,991百万円（同8.3％増）

セグメント利益：1,088百万円（同7.6％減）、同利益率0.8％（同0.2％ポイント低下）

概況

売上高は同8.3％増となった。新規SPD受託施設の稼働や、既存施設での受託領域の拡大が売上高に寄与した。千葉県南

船橋物流拠点を活用したSPDプラットフォームへの関心が高まり、病院・メーカーからの見学・問い合わせが増加した。

SPD受託状況は、2026年6月30日付で日本国内277件（同3件増）となった。

セグメント利益は同7.6％減、利益率は同0.2％ポイント低下した。この要因は、トータルパックプロデュース事業のメー

カー系の動向と同様、機器の更新需要が前年同期比で減少したほか、メーカーとの価格交渉の一部が当第2四半期以降に

ずれ込んだこと、などである。SR社では、当第1四半期における機器の需要減には、診療報酬改定（2026年6月施行）の

影響の見極めによる買い控えもあったと考えている。

ライフケア事業

業績推移

出所：会社資料よりSR作成

セグメント売上高：9,103百万円（同1.4％減）

メディカルサプライ 25年3月期 26年3月期 27年3月期
（百万円） 1Q 1-2Q 1-3Q 1-4Q 1Q 1-2Q 1-3Q 1-4Q 1Q
累計売上高 112,613 227,091 352,223 474,919 121,896 246,756 378,475 509,569 131,991

前年同期比 10.7% 10.3% 11.2% 10.8% 8.2% 8.7% 7.5% 7.3% 8.3%
累計営業利益 963 2,536 4,206 6,970 1,178 2,835 4,758 7,484 1,088

前年同期比 -22.7% -9.4% -8.7% 7.0% 22.3% 11.8% 13.1% 7.4% -7.6%
営業利益率 0.9% 1.1% 1.2% 1.5% 1.0% 1.1% 1.3% 1.5% 0.8%

3ヶ月 25年3月期 26年3月期 27年3月期
1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q

売上高 112,613 114,478 125,132 122,696 121,896 124,860 131,719 131,094 131,991
前年同期比 10.7% 9.9% 12.8% 9.9% 8.2% 9.1% 5.3% 6.8% 8.3%

営業利益 963 1,573 1,670 2,764 1,178 1,657 1,923 2,726 1,088
前年同期比 -22.7% 1.2% -7.7% 45.2% 22.3% 5.3% 15.1% -1.4% -7.6%
営業利益率 0.9% 1.4% 1.3% 2.3% 1.0% 1.3% 1.5% 2.1% 0.8%

ライフケア 25年3月期 26年3月期 27年3月期
（百万円） 1Q 1-2Q 1-3Q 1-4Q 1Q 1-2Q 1-3Q 1-4Q 1Q
累計売上高 9,135 18,268 27,621 36,674 9,234 18,542 28,158 37,322 9,103

前年同期比 2.4% 1.4% 1.4% 1.6% 1.1% 1.5% 1.9% 1.8% -1.4%
累計営業利益 620 1,155 1,746 2,189 415 1,017 1,707 2,216 463

前年同期比 9.9% -10.7% -15.2% -16.0% -33.1% -11.9% -2.2% 1.2% 11.6%
営業利益率 6.8% 6.3% 6.3% 6.0% 4.5% 5.5% 6.1% 5.9% 5.1%

介護事業入居率 - 96.4% - 98.9% - 96.5% - - -
施設数 76 76 76 77
定員数 4,876 4,874 4,874 4,853
入居数 4,700 4,698 4,702 4,698

3ヶ月 25年3月期 26年3月期 27年3月期
1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q

売上高 9,135 9,133 9,353 9,053 9,234 9,308 9,616 9,164 9,103
前年同期比 2.4% 0.5% 1.4% 2.1% 1.1% 1.9% 2.8% 1.2% -1.4%

営業利益 620 535 591 443 415 602 690 509 463
前年同期比 9.9% -26.6% -22.9% -18.9% -33.1% 12.5% 16.8% 14.9% 11.6%
営業利益率 6.8% 5.9% 6.3% 4.9% 4.5% 6.5% 7.2% 5.6% 5.1%
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セグメント利益：463百万円（同11.6％増）、同利益率5.1％（同0.6％ポイント上昇）

概況

ライフ事業（介護サービス）の売上高は、6,174百万円（同1.0％増）となった。従来より入居率の伸び悩みが懸念されて

いた東京都仲池上の新規施設の入居率が90％を超えたほか、介護作業の負担軽減や入居者の安心にもつながるミリ波を

利用した見守りシステムの試験的導入が始まった。一方で、物価上昇やサービス品質保持のための各種費用の増加で、事

業運営コストが上昇した。

フード事業（食事提供サービス）の売上高は、2,928百万円（同6.1％減）となった。不採算施設の契約が終了したことか

ら減収となった。一方で、注力している完全調理済食品（ドリームキッチン）の導入は堅調に推移した。

セグメント利益は同11.6％増、利益率は同0.6％ポイント上昇した。同社によれば、ライフ事業、フード事業ともに増益

に貢献した。ライフ事業では新規施設の入居率の上昇、フード事業では不採算施設の契約終了などが利益率の向上につな

がった。

調剤薬局事業

業績推移

出所：会社資料よりSR作成

セグメント売上高：8,607百万円（同3.1％増）

セグメント利益：850百万円（同8.4％減）、同利益率9.9％（同1.2％ポイント低下）

概況

売上高は、M&Aの実施により3店舗増加したこともあり同3.1％増となった。2026年6月30日付の店舗数は134件（同7件

増）となった。

セグメント利益は同8.4％減、利益率は同1.2％ポイント低下した。この要因は、新型コロナウイルス感染症やインフルエ

ンザをはじめとする感染症の減少により、調剤報酬に直結する処方箋枚数が減少したことや、薬剤師確保のために販管費

が増加したこと、などである。

調剤薬局 25年3月期 26年3月期 27年3月期
（百万円） 1Q 1-2Q 1-3Q 1-4Q 1Q 1-2Q 1-3Q 1-4Q 1Q
累計売上高 8,162 16,589 25,182 33,468 8,346 16,929 25,883 34,666 8,607

前年同期比 3.3% 2.6% 3.2% 2.3% 2.3% 2.0% 2.8% 3.6% 3.1%
累計営業利益 793 1,546 2,545 3,426 928 1,976 3,078 4,004 850

前年同期比 7.6% -7.8% -4.7% -2.9% 17.0% 27.8% 20.9% 16.9% -8.4%
営業利益率 9.7% 9.3% 10.1% 10.2% 11.1% 11.7% 11.9% 11.6% 9.9%

店舗数 132 130 127 130
3ヶ月 25年3月期 26年3月期 27年3月期

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q
売上高 8,162 8,427 8,593 8,286 8,346 8,583 8,954 8,783 8,607

前年同期比 3.3% 1.8% 4.4% -0.4% 2.3% 1.9% 4.2% 6.0% 3.1%
営業利益 793 753 999 881 928 1,048 1,102 926 850

前年同期比 7.6% -19.8% 0.5% 2.4% 17.0% 39.2% 10.3% 5.1% -8.4%
営業利益率 9.7% 8.9% 11.6% 10.6% 11.1% 12.2% 12.3% 10.5% 9.9%
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2027年3月期会社業績見通し

出所：会社資料よりSR社作成

*表の数値が会社資料とは異なる場合があるが、四捨五入により生じた相違であることに留意

**営業利益率は未調整のセグメント利益で算出

2027年3月期業績見通し

同社は、第1四半期決算発表時（2026年8月7日付）に、2026年5月12日付けで公表された2027年3月期通期業績見通しを

継続した。通期業績見通しに対する第1四半期までの進捗率は、売上高23.8％、営業利益10.7％、経常利益12.8％、当期

純利益13.1％である。

売上高：740,000百万円（前期比3.0％増）

営業利益：26,000百万円（同6.2％増）

経常利益：26,500百万円（同0.6％増）

親会社株主に帰属する当期純利益：16,000百万円（同19.5％増）

1株当たり当期純利益：174.99円（前年度実績144.19円）

日本では、団塊の世代（日本における第一次ベビーブームが起きた時代に生まれた、1947年～1949年生まれの世代）の

高齢化、および少子化が急速に進んでいることから、同社では、将来にわたり国の医療費・介護費の抑制・単価の引き下

げが継続される、と予測している。

こうした社会情勢の下、日本では、医療政策関連施策として、医師の働き方改革や2040年頃に向けた医療提供体制の総

合的な改革等の検討が続いている。高市政権となり、診療報酬の改定をはじめ、病院の老朽化対策、施設や医療機器に対

する補助金のあり方など、医療機関に対する支援メニューについての議論が出始めている。

同社は、グループで継続的に事業成長を目指す方針で、「医療」「保健」「福祉」「介護」「サービス」の分野で最適な

ソリューションを一括で提供できる体制を強化する計画である。同社は、2025年5月13日付けで、新中期経営計画

「SHIP VISION 2030」を公表した。

通期セグメント別見通し

セグメント別業績見通しも、第1四半期決算発表時点で、期初に公表された見通しから変更はない。内容は以下の通りで

ある。

トータルパックプロデュース事業

売上高：141,000百万円（同3.2％増）、営業利益：11,500百万円（同6.4％増）、同利益率8.2％（同0.3％ポイント上昇）。

更新需要の回復やリニューアル案件、ITソリューション、ODAなどの成長分野での需要を取り込む。

メディカルサプライ事業

売上高：528,000百万円（同3.6％増）、営業利益：8,200百万円（同9.6％増）、同利益率1.6％（同0.1％ポイント上昇）。

新規SPDの取り込みを強化する。

ライフケア事業

25年3月期 26年3月期 27年3月期
（百万円） 上期実績 下期実績 通期実績 上期実績 下期実績 通期実績 上期会予 下期予想 通期予想

売上高 310,032 368,197 678,229 333,385 384,778 718,163 345,000 395,000 740,000
前年同期比 4.5% 10.2% 7.5% 7.5% 4.5% 5.9% 3.5% 2.7% 3.0%
営業利益 7,743 17,036 24,779 8,179 16,303 24,482 8,500 17,500 26,000
前年同期比 -16.2% 11.3% 1.0% 5.6% -4.3% -1.2% 3.9% 7.3% 6.2%
営業利益率* 2.5% 4.6% 3.7% 2.5% 4.2% 3.4% 2.5% 4.4% 3.5%
経常利益 8,414 17,609 26,023 8,722 17,609 26,331 8,500 18,000 26,500
前年同期比 -16.8% 16.6% 3.2% 3.7% - 1.2% -2.5% 2.2% 0.6%
経常利益率 2.7% 4.8% 3.8% 2.6% 4.6% 3.7% 2.5% 4.6% 3.6%
当期純利益 5,539 9,589 15,128 5,432 7,962 13,394 5,500 10,500 16,000
前年同期比 50.3% -5.2% 9.6% -1.9% -17.0% -11.5% 1.3% 31.9% 19.5%
純利益率 1.8% 2.6% 2.2% 1.6% 2.1% 1.9% 1.6% 2.7% 2.2%
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売上高：35,000百万円（同6.2％減）、営業利益：2,200百万円（同0.7％減）、同利益率6.3％（同0.4％ポイント上昇）。施

設の入居率の改善や完全調理済み食品の需要増を見込む。

調剤薬局事業

売上高：36,000百万円（同3.8％増）、営業利益：4,100百万円（同2.4％増）、同利益率11.4％（同0.2％ポイント低下）。

経営の効率化を進め、新規M&Aも計画する。

過去の会社予想と実績の差異

出所：会社資料よりSR社作成

注：表の数値が会社資料とは異なる場合があるが、四捨五入により生じた相違であることに留意

中期経営計画

中期経営計画「SHIP VISION 2030」（2026年3月期～2030年3月期）

同社は、2025年5月13日付けで、前中期経営計画「SHIP VISION 2024」（2023年3月期から2025年3月期）に次ぐ中期

経営計画「SHIP VISION 2030」を策定した。同社は、グループ経営資源の最適化によるポートフォリオ経営を基本方針

に掲げ、計画期間を2026年3月期から2030年3月期までの5年間とした。

中期経営計画初年度となる2026年3月期は、売上高前年比5.9％増、営業利益率は3.4％、総資産経常利益率は6.9％とな

った。当年度は、シニア向け分譲マンション事業の第2号・第3号案件の準備、海外ODA事業への参入、医療情報系ソリ

ューションビジネスの拡大を進めるとともに、キングラングループをはじめ、調剤薬局事業や給食事業を中心としたグル

ープ内再編・統合を推進した。

中期経営計画「SHIP VISION 2030」の内容については以下の通りである。

定量目標

定量目標は、計画期間5年間の年平均売上高成長率（CAGR）は5％、最終年度となる2030年3月期の営業利益率は4％、

ROEは12％とした。事業の成長については、既存事業の成長に加えて、M&Aによる事業拡大も想定している。

中期経営計画の定量目標

会社資料よりSR社作成

キャピタルアロケーションは、計画期間5年間で100～120十億円のキャッシュを獲得し、このうち約60～80十億円を将

来の成長に向けた戦略投資に投下する。株主還元については、累進配当を基本に配当性向30％以上を目指す、とし、投資

期初会社予想と実績 17年3月期 18年3月期 19年3月期 20年3月期 21年3月期 22年3月期 23年3月期 24年3月期 25年3月期 26年3月期
(百万円） 連結 連結 連結 連結 連結 連結 連結 連結 連結 連結

売上高（期初予想） 418,000 425,000 440,000 466,000 500,000 530,000 560,000 600,000 640,000 700,000
売上高（実績） 408,487 425,566 444,048 484,395 497,156 514,353 572,285 630,988 678,229 718,163
期初会予と実績の差異 -2.3% 0.1% 0.9% 3.9% -0.6% -3.0% 2.2% 5.2% 6.0% 2.6%
営業利益（期初予想） 15,800 16,900 17,500 18,500 21,000 22,500 21,000 24,000 26,000 26,000
営業利益（実績） 16,055 18,259 17,952 18,794 21,800 20,505 21,144 24,539 24,779 24,482
期初会予と実績の格差 1.6% 8.0% 2.6% 1.6% 3.8% -8.9% 0.7% 2.2% -4.7% -5.8%
経常利益（期初予想） 16,100 17,100 17,101 19,300 21,000 22,500 21,000 23,500 26,000 26,500
経常利益（実績） 16,478 18,935 18,532 19,931 21,761 21,287 20,607 25,219 26,023 26,331
期初会予と実績の差異 2.3% 10.7% 8.4% 3.3% 3.6% -5.4% -1.9% 7.3% 0.1% -0.6%
当期純利益（期初予想） 9,400 10,000 10,001 11,800 12,100 12,500 12,500 13,500 15,000 15,500
当期純利益（実績） 9,410 10,350 11,236 11,803 12,280 12,172 12,063 13,799 15,128 13,394
期初会予と実績の差異 0.1% 3.5% 12.3% 0.0% 1.5% -2.6% -3.5% 2.2% 0.9% -13.6%

指標 期間 目標

売上高年平均成長率（CAGR） 5年間（2026年3月期～2030年3月期） 5%
営業利益率 2030年3月期 4%
ROE 2030年3月期 12%
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の進捗などを踏まえて、自己株式の取得・消却を機動的に行う予定である。

同社は、サステナビリティへの取組みについて、グループ理念である「SHIP」理念およびグループミッション「生命を

守る人の環境づくり」を根底に、ステークホルダーのパートナーとして、課題解決に向けた新たな価値を生み出す、とし

た。この中期経営計画では、「生命を守る人の環境づくり」に加えて、「自然を守る」ことによって、Well-Beingの推進

（例えば、公園、学校などの管理業務受託など）を目指す方針である。

基本方針

今中期経営計画では、グループ経営資源の最適化によるポートフォリオ経営を目指す。事業基盤については、既存事業の

更なる成長を加速させるとともに、事業間の融合による基盤事業の強化を図る。投資・財務基盤については、適切なキャ

ピタルアロケーションと、資本コストを意識した効率的な経営を目指す。人財基盤については、売上高1兆円の先を支え

る人材・組織づくりやSHIP理念の浸透を図る。ガバナンス・コンプライアンスについては、「生命を守る・自然を守

る」を主軸に据える。

医療環境に対する認識

同社は、2040年を見据えた地域医療構想は、従来までの「連携・再編・集約」ではなく、「淘汰・再編・集約」にな

る、と考えている。これは、2026年から2040年の間に、少子・人口急減・超高齢化社会に適合した社会保障制度を再構

築する必要がある、とみているためである。

たとえば、医療施設については、これまで病床の機能分化・連携（基準病床数と必要病床数の整合性）が重視されてきた

が、今後は、入院医療だけでなく、外来・在宅医療、介護との連携を含む、医療提供体制全体の課題解決を図るための地

域医療構想が重要になってくる、とみている。具体的には、医療DXの推進、オンライン診療の推進、医師偏在対策、美

容医療への対応、などが問題として挙げられている。同社では、各医療政策関連施策の議論を引き続き注視し、その動き

に沿った事業運営を進める方針である。

既存事業分野における方針

同社が重点項目として掲げるのは、新規事業の創出、再編統合、成長領域の拡大、である。

同社は、今中期経営計画において、単年度ごとの事業別売上高、営業利益見通しを公表していないが、上記事業環境の変

化、基本方針、重点項目に沿って事業ごとに運営方針が掲げられている。

トータルパックプロデュース事業

当事業では、事業の構成要素が変化しており、従来のプロジェクト・ルーチン系だけではない事業が拡大している。同社

は、従来型の医療施設建て替えプロジェクトを基本としつつ、成長分野であるリニューアル案件、ネットワークインフラ

案件に経営資源を投入する。メーカー系における子会社セントラルユニ社の事業分野では、デジタルツールを活用し、手

術部門の生産性を改善することにより、経営効率を高める。また、酒井医療では、入浴装置、リハビリテーション装置な

どの分野リノベーション提案力を強化するとともに、蓄積したノウハウで東アジア、東南アジア地域への展開を目指す。

メディカルサプライ事業

当事業では、医療機器ディーラー業界での変化を捉えつつ、効率的な事業運営を目指す。同社によれば、病院運営は厳し

さが増し、運営の最適化や、建て替え、リニューアルなど設備投資の効率化が求められている。医療機器ディーラー業界

でも、業界再編が進んでおり、医療機器ディーラー数が減少するとともに、ディーラーの売上規模は拡大している。同社

では、従来の医療施設との単独契約から複数の医療施設から一括契約への流れに対応し、市場シェアの拡大を図る。

医療施設の運営合理化の中で、医療DX推進本部の設置等により、基盤となるネットワークインフラ整備案件への需要が

増加している。病院ネットワーク構築の豊富な実績に基づき、最適なソリューションを提供する。当事業では、得意先ご

とに同社グループで価値提供が可能な領域を再定義するとともに、当事業を起点として、同社グループの他セグメントに

かかるビジネスへも展開する。

当事業において重要な役割を果たす物流機能については、大阪SCに次いで、首都圏にも最先端の新たな物流機能を有す

る拠点を始動させる。単なる医療器具の倉庫ではなく、病院から選ばれる次世代の物流拠点に育成する。
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医療機器・用品の末端市場規模と同社市場シェア

注：同社市場シェアは同社のTPP事業とMSP事業の合算

医療機器ディーラー数の推移

出所：会社資料（医療機器・用品年鑑（R&D）2024年版より会社が作成した資料）によりSR社作成

ライフケア事業

当事業は、介護サービスと食事提供サービスの2事業で構成されている。介護サービスでは、300床以上の大型施設から

小規模多機能まで、病院づくりで培ったノウハウを活かした介護施設運営を行っている。2025年1月には当サービスを提

供する子会社2社を統合させ、より一層高付加価値な施設運営を展開する。具体的には、介護報酬改定を見据えた介護記

録システムの導入やセンサー導入、支援ロボット導入等により労務軽減し、医療DXを推進する。グループ事業との連携

では、トータルパックプロデュース事業と、街づくりプロジェクトやシニア向け分譲マンションの拡大拡充を行う。ま

た、施設別の損益分岐点を考慮した修繕計画を検討する。

食事提供サービスは、医療機関や介護施設へ「食」を届けるビジネスで、新規参入や新しいサービス展開、材料費・人件

費の高騰、提供する側からの価格要請など、市場は厳しさを増している。同社では、グループ内において、セントラルキ

ッチンによる製造拠点方式を取る一方、市場で需要が増加している完全調理済み食品（同社「ドリームキッチン」）の外

部顧客への販路開拓による事業拡大を目指す。

調剤薬局事業

当事業は、トータルパックプロデュース事業との連携により、好立地で効率的な保険薬局運営が特長で、営業利益率は

4％台から8％台の同業他社に比べ、10％以上を維持している。保険薬局運営ビジネスには、テック企業の参入やオンラ

イン服薬指導の普及といった競争要件の変化、医薬品流通との価格交渉、かかりつけ薬局制度の導入と薬剤師不足の問題

など、事業環境は厳しい状態である。

これに対し同社では、2025年4月に傘下の保険薬局事業会社5社を1社に集約し、バックオフィス機能集約、共用資産の有

効活用等により経営効率化を図る。今後もグループシナジーによる新店やクリニックモールの開発に注力するほか、在宅

往診医療機関との連携強化や、持分法適用会社である株式会社チャーム・ケア・コーポレーション（東証PRM 6062）と

の連携で処方箋応需枚数の拡大を図る。

ヘルスケアサービス事業の確立

大阪重粒子がん治療センターの赤字解消のめどが立ってきた。当計画期間中には、計画していた海外事業であるバングラ

デシュ病院事業、ミャンマー事業（2024年3月期に終了）ともに運営をスタートさせた。PFI事業は安定して推移した。

戦略的なM&A展開と株主還元

同社は創業来M&A投資を積極的に実施しており、中期経営計画期間中のM&A投資は、トータルパックプロデュース、調

剤薬局分野を中心に実施した。株主還元については、配当総額と自社株購入による総額16,000百万円の目標を超えた。

医療機器・用品の末端市場規模

（十億円）

同社シェア 562.2
シェア率 14.8%

市場規模 3,794.0

医療機器ディーラー数の推移 1999 2004 2008 2014 2019 2022
売上高20十億円以上の社数 10 約20 約25 約35 約40 43
総数 1,776 1,692 1,446 1,241 1,119 1,030
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中期経営計画「SHIP VISION 2024」（2023年3月期～2025年3月期）振り
返り

同社は、新型コロナウイルス感染症拡大の影響が一巡した2022年3月期決算の発表直後となる2022年5月16日付けで、中

期経営計画（2023年3月期から2025年3月期）を発表した。

基本方針としては、社会保障費増大や医療現場の負担増大といった課題を抱える医療業界に対し、日本の地域医療を支え

るメインプレーヤーの一つとして課題解決に寄与しつつ、事業規模の長期的目標（売上高1兆円）を目指す企業集団とし

て事業成長を図る、とした。「SHIP VISION 2024」はその前の段階として、最終年度（2025年3月期）までに至る事業

施策と最終年度の数値目標を掲げた。

数値目標と実績

中期経営計画「SHIP VISION 2024」の期間におけるグループ収益、およびセグメント別売上高、利益の目標値（公表当

時）、および実績値については以下の通りである。

中期経営計画「SHIP VISION2024」期間の業績目標と実績

出所：会社資料よりSR社作成

ヘルスケア事業（病院の経営）については、3つの事業の柱を育成した。大阪重粒子線センター事業は2022年3月期実績

で売上高1,085百万円、営業損失266百万円、治療件数697件であったが、2025年3月期には売上高の拡大、および営業損

益の黒字化が定着するまでに成長した。バングラディシュ事業は、新型コロナウイルス感染症対策など当初の計画外の対

応もあり、グランドオープンの時期が遅延したが、2025年3月期時点では赤字解消のめどが立った。一方で、2022年3月

期に売上高14,486百万円、営業利益1,391百万円を計上していたミャンマー事業は、軍事政権樹立とそれに対する国際的

批判の中、軍事政権下での外貨取扱いに支障が出るなど事業環境が大きく変化したため、2024年3月期に撤退を余儀なく

された。

重要施策

同社は、上記の数値目標を達成するため、以下の4つの重要施策を掲げた。

①コア事業のさらなる高成長

これまで培ってきた同社グループ競争力の源泉である「コンサルティング力」×「プロデュース力」を更に強化し、付加

価値の増強やグループシナジーを通じて既存事業の継続的な成長を図る。また、医療業界を取り巻く環境の変化に素早く

（百万円） 22年3月期 23年3月期 24年3月期 25年3月期
実績 計画 実績 計画 実績 計画 実績

売上高 514,353 560,000 572,285 600,000 630,988 630,000 678,229
営業利益 20,505 21,000 21,144 24,000 24,539 26,000 24,779
営業利益率 4.0% 3.8% 3.7% 4.0% 3.9% 4.1% 3.7%
トータルパックプロデュース事業

売上高 99,539 129,000 121,868 152,000 133,717 163,000 133,167
セグメント利益 9,265 9,700 9,024 12,150 11,805 13,450 12,017
セグメント利益率 9.3% 7.5% 7.4% 8.0% 8.8% 8.3% 9.0%
メディカルサプライ事業

売上高 360,635 374,000 386,335 390,000 428,451 407,000 474,919
セグメント利益 6,209 6,600 6,666 6,800 6,513 7,260 6,970
セグメント利益率 1.7% 1.8% 1.7% 1.7% 1.5% 1.8% 1.5%
ライフケア事業

売上高 25,247 28,000 33,581 29,000 36,099 29,500 36,674
セグメント利益 2,407 2,430 2,055 2,500 2,606 2,600 2,189
セグメント利益率 9.5% 8.7% 6.1% 8.6% 7.2% 8.8% 6.0%
調剤薬局事業

売上高 28,930 29,000 30,499 29,000 32,719 30,500 33,468
セグメント利益 3,200 2,830 3,256 3,100 3,530 3,200 3,426
セグメント利益率 11.1% 9.8% 10.7% 10.7% 10.8% 10.5% 10.2%
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対応し、ビジネスチャンスを獲得するできる体制を確立する。

②積極的なバリューの拡大

積極的・戦略的なM&Aの実施や、PMI機能の強化により、既存事業の拡大・高収益化を図るだけでなく、国内外を問わず

M&Aやシナジー効果を活用した新たな事業を通じ価値の創出を実現する。

③機能強化戦略

機能強化プロジェクトを推進し、①経営機能強化、②営業機能強化、③経理・財務機能強化、④人材開発・人事機能強

化、⑤コンプライアンス機能強化の5つの機能強化を進める。またキャッシュフローの方針として、現状の手元流動性は

確保しつつ成長投資・株主還元の強化（配当性向30％以上）を実施する。

④サステナビリティに対する取り組み

同社グループは、創業以来のビジネスモデルを更に強化しながら、「ESG」、「SDGs」への取組みを積極的に進め、同社

グループの持続的成長と社会の持続可能性の両立を目指す。また、同社グループが創業時より掲げてきた「SHIP理念」

と基本姿勢である「至誠惻怛」の精神は、SDGs が提唱する 17 の目標の基本概念と通ずる、と同社では考えている。同

社グループでは、これらの考え方を改めて全社員で共有し、「生命を守る人の環境づくり」を全うすることで、持続的な

社会の実現を目指す。

配当金額、ROE他

出所：会社データよりSR社作成

16年3月期 17年3月期 18年3月期 19年3月期 20年3月期 21年3月期 22年3月期 23年3月期 24年3月期 25年3月期
（百万円） 連結 連結 連結 連結 連結 連結 連結 連結 連結 連結

配当総額 2,717 3,035 3,238 3,334 3,556 3,774 3,868 3,962 4,717 5,472
自己株式取得総額 0 - - 12,999 1,000 1,078 - - - -
株主還元総額 2,717 3,035 3,238 16,333 4,556 4,852 3,868 3,962 4,717 5,472
親会社株主帰属当期利益 8,847 9,410 10,350 11,236 11,803 12,280 12,172 12,063 13,799 15,128

配当性向 30.7% 32.3% 31.3% 29.7% 30.1% 30.7% 31.8% 32.8% 34.2% 36.2%
株主還元性向 30.7% 32.3% 31.3% 145.4% 38.6% 39.5% 31.8% 32.8% 34.2% 36.2%

普通株式に係る期末純資産 80,994 91,385 99,880 95,420 101,784 111,440 118,289 128,037 139,527 149,077
同、前期末・当期末平均 78,152 86,190 95,633 97,650 98,602 106,612 114,865 123,163 133,782 144,302

EPS 179.1 186.3 204.6 227.8 247.7 247.7 129.0 127.9 146.3 160.3
一株あたり配当金 55.0 60.0 64.0 70.0 75.0 80.0 41.0 42.0 50.0 58.0
DOE 3.5% 3.5% 3.4% 3.5% 3.6% 3.5% 3.4% 3.2% 3.5% 3.8%
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事業内容
概略
同社グループの事業は、持株会社ならびにM&Aで買収してきた事業会社を中心とする連結子会社52社および関連会社

（持分法適用会社）3社により構成されている。

これらの企業群は、いずれも医療、保健、介護、福祉、サービスの5分野を事業ドメインとして設定しており、連結セグ

メントは4分野に分かれている。セグメント別の売上高構成比は、トータルパックプロデュース（TPP）事業19％、メデ

ィカルサプライ（MSP）事業71％、ライフケア（LC）事業5％、調剤薬局（PH）事業5％となっている。各セグメントの

利益構成（調整前）は、TPP事業44％、MSP事業31％、LC事業9％、PH事業16％である（2026年3月期実績）。営業利

益に対する貢献度でみた際、最も寄与度の大きいセグメントは、同社のコア事業でもあり、医療機関等に対する（コンサ

ルティングに重きが置かれた）プロジェクト案件が含まれるトータルパックプロデュース事業である。

ビジネスモデル

同社は、病院をはじめとする医療機関に対し、そこで必要とされるすべての医療用機器、器具、サービスを一元的に提供

できる体制を構築し、医療機関の環境づくりに貢献することでその対価を得る。同社のこのビジネスモデルを支えている

のは、TPP事業とMSP事業である。

TPP事業のビジネス

医療機関に対し、新築や移転など医療機関の計画立案初期から関与し、コンサルティングや商社機能を持つ事業である。

具体的には、病院などの建設・移設計画の策定、設計施工支援、医療機器調達、IT領域の支援などを行う。また、当事業

に属する子会社に医療機器、介護設備等を手掛ける企業もあり、メーカー機能も有している。

MSP事業のビジネス

医療材料や消耗品の販売などの物流機能を持つ事業である。特定の医療機関に対し、そこで必要となる医薬品、医療材料

などの購入、在庫、院内部署への分配などを一元的に管理する院内物流システム（SPD、Supply Processing and

Distributionの略）や院内役務提供も行う。

顧客

同社の主要顧客となり得る病院数は7,000～8,000件であるが、同社は常に200～300件の病院新設・増床関連プロジェク

ト案件に、計画の早期段階から関与している。このうち、年間ベースの売上高については、関与したプロジェクト案件の

うち概ね40～50件が検収を終えて計上されている。同社の顧客には、全国の病院等の医療機関だけでなく、医療機関の

建設プロジェクトを引受ける大手ゼネコンや建設会社・設計会社のほか、地域の医療機器ディーラー等の協力企業も含ま

れている。

主要調達先と調達品目

同社の主要調達先、並びに調達品目は多岐にわたっている。この全方位的なカバレッジは顧客ニーズに最も適合した医療

機器や医療材料を顧客に提供することに貢献している。同社の主要調達先ならびに調達品目は、下記のように多岐にわた

っている。

富士フイルムメディカル株式会社：画像診断機器、生化学検査用機器

キヤノンメディカルシステムズ株式会社（旧東芝メディカルシステムズ株式会社）：MRI、CTスキャン、X線装置

GEヘルスケア・ジャパン株式会社：MRI、CTスキャン、X線装置

株式会社フィリップス エレクトロニクス ジャパン：MRI、CTスキャン、血管造影撮影装置

シーメンス・ジャパン株式会社：MRI、CTスキャン、X線装置

株式会社島津製作所（東証PRM 7701）：MRI、CTスキャン、X線装置

株式会社日立製作所（東証PRM 6501）（旧株式会社日立メディコ）：MRI、CTスキャン、X線装置

ニプロ株式会社（東証PRM 8086）：医療機器、診療材料
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テルモ株式会社（東証PRM 4543）：医療機器、診療材料

シスメックス株式会社（東証PRM 6869）：血液検査機器

パラマウントベッドホールディングス株式会社（東証PRM 7817）：医療・介護施設向けベッド、病室用家具

日本光電工業株式会社（東証PRM 6849）：心電計、生体情報モニター

フクダ電子株式会社（東証STD 6960）：心電計、生体情報モニター

株式会社セントラルユニ（同社100％連結子会社）：医療ガス（酸素や麻酔ガス）配管設備

エア・ウォーター株式会社（東証PRM 4088）：医療ガス（酸素や麻酔ガス）配管設備

同社は同時に、介護者や患者に対するビジネスモデルも有しており、医療機関に対するビジネスモデルを補完する機能も

ある。実際に提供されるサービスは、LC事業では介護施設（有料老人ホーム）の運営や医療介護施設に対する食事提供

ビジネスを、PH事業では保険薬局の運営を行っている。

LC事業もPH事業も、TPP事業やMSP事業との関連性が高いビジネスであり、同社グループ全体で医療分野に係る大半の

サービスを提供する体制を構築している。

同社の手掛けた施設例

大阪重粒子がん治療センター バングラデシュ事業

病院と介護付有料老人ホームの合築例 門前薬局

出所：会社ホームページより
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セグメント情報

トータルパックプロデュース（TPP）事業

出所：会社資料よりSR社作成

TPP事業は新規プロジェクトが更新需要の基盤となる事業構造

当事業は、大別して4つの種類の事業から構成されており、医療施設の新設、移転などの案件が中心の「プロジェクト」

と、既存の顧客での更新需要である「ルーチン」を合わせて当事業の50％前後、機器販売の「メーカー系」が同約20％

を占める。2023年3月期より連結化されたキングラン社グループが同20％強、海外とその他を合わせて約10％である。

なお、海外事業は2024年3月期のミャンマー事業撤退以降、大きく縮小した。

TPP事業は、病院の新設や移設など、新規のプロジェクト案件を獲得し、3～5年後に施設が開業した後は当該案件から発

生する種々の医療業務や機器の更新需要がストックビジネスとして同社の事業基盤になるという事業構造を持つ。

TPP事業の種類別内訳の推移

出所：会社資料よりSR社作成

プロジェクト（PJ）

プロジェクトとは、医療機関等の新設、移転新築および増改築、医療機器の購入等のニーズに対して、企画運営・医療設

備コンサルティング、医療機器・医療設備等の施工販売およびリース、その他の業務を一括受注することにより、総合的

なサービスを提供する事業のことである。

事業の内容については以下の通り。同社は医療機関の新設・移転・増改築などのニーズに対する総合的なサービスの提供

を行っており、主な業務は下記4分野に分けられる。同社はこうした4分野を一括受注している。

1. 企画運営・医療設備コンサルティング

2. 医療機器・医療設備等の製造・販売

トータルパックプロデュース事業 17年3月期 18年3月期 19年3月期 20年3月期 21年3月期 22年3月期 23年3月期 24年3月期 25年3月期 26年3月期
（百万円） 連結 連結 連結 連結 連結 連結 連結 連結 連結 連結

売上高 95,245 98,064 99,441 100,688 104,355 99,539 121,868 133,717 133,167 136,604
前年同期比 -6.8% 3.0% 1.4% 1.3% 3.6% -4.6% 22.4% 9.7% -0.4% 2.6%

営業利益 9,889 10,150 9,794 9,620 9,781 9,265 9,024 11,805 12,017 10,812
前年同期比 2.1% 2.6% -3.5% -1.8% 1.7% -5.3% -2.6% 30.8% 1.8% -10.0%
営業利益率 10.4% 10.4% 9.8% 9.6% 9.4% 9.3% 7.4% 8.8% 9.0% 7.9%

プロジェクト件数 44 45 45 42 33 35 42 39 - -
１件当たり売上高 909 866 955 1,062 793 - - - - -
連結業績構成比 売上高 23.3% 23.0% 22.4% 20.8% 21.0% 19.4% 21.3% 21.2% 19.6% 19.0%

営業利益 61.6% 55.6% 54.6% 51.2% 44.9% 45.2% 42.7% 48.1% 48.5% 44.2%

売上高 2021年3月期 2022年3月期 2023年3月期 2024年3月期 2025年3月期 2026年3月期
（百万円） 実績 実績 実績 実績 実績 実績

PJ・ルーチン 52,172 44,851 57,563 60,924 62,117 65,790
前期比 -25.3% -14.0% 28.3% 5.8% 2.0% 5.9%

メーカー系 31,523 29,398 30,562 33,131 33,581 33,061
前期比 12.9% -6.7% 4.0% 8.4% 1.4% -1.5%

海外 12,567 14,922 4,125 5,097 361 617
前期比 - 18.7% -72.4% 23.6% -92.9% 70.9%

キングラン - - 19,763 24,658 26,314 25,409
前期比 - - - 24.8% 6.7% -3.4%

その他 8,093 10,368 9,853 9,906 10,792 11,725
前期比 20.0% 28.1% -5.0% 0.5% 8.9% 8.6%

セグメント合計 104,355 99,539 121,868 133,717 133,167 136,604
前期比 3.6% -4.6% 22.4% 9.7% -0.4% 2.6%
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3. 設備工事、不動産賃貸業務、その他

4. 医療機関向けシステムの開発および販売

プロジェクト案件については、典型的な例として500床前後の総合病院の新築移転のケースが挙げられ、同社のビジネス

との関連としては、以下1から4のようになる。

1. 同社は新築移転の3～5年前の段階からコンサルティングサービスを提供

2. 医療設備・機器の納入（3,000～4,000百万円相当）を実施

3. 注射針や手術着などの消耗材料の供給ならびに追加機器を納入（月間100～200百万円）

4. 門前薬局の運営

この事業は、機能的にはエンジニアリング会社に類似している（例えば、石油業界における千代田化工建設株式会社（東

証PRM 6366）や日揮ホールディングス株式会社（東証PRM 1963）など）。同社は、医療機関の建設に係るプロジェクト

に常時200～300案件に関わっている。プロジェクト案件における同社の売上高は、1案件につき500百万円前後から

5,000百万円前後までと幅がある。また、プロジェクトにおいては、規模等の条件により、最初のコンサルティング開始

から施設開業までに要する期間は、およそ3～5年間に及ぶ。

プロジェクトの流れ

出所：同社資料よりSR社作成

このように、同社は顧客である総合病院に対して一括したサポートサービスを提供する。さらに、同社では病院の建物と

併設した介護付有料老人ホームの設立・運営（両者を一つの建物内あるいは渡り廊下で両者を接続するなどして併設）な

ど、さらに総合的な医療サポートサービスを提供しているケースもみられる。

リニューアル案件・ITソリューション

病院経営が厳しい中、医療機関の建て替えや新規建設などのプロジェクト案件に代わって、手術室・ICU等の設備工事や

医療施設の一部改築案件といった「リニューアル案件」が見直されており、同社もこうした需要を継続的に取り込むこと

により、今後の病院リモデル案件の獲得へ繋げる計画である。

同社はこうした案件に対応すべく、体制づくりを進めている。同社グループの中核企業であるグリーンホスピタルサプラ

イ株式会社が、2024年より、工事協力会社の会、「MF（Medical Facility）グリーンの会」（2026年3月期時点の協力企

業数：31社）を発足し、今後増加するリニューアル案件への対応に向けて、協力会社との関係強化を図っている。

また、医療DX推進本部の設置等により、基盤となるネットワークインフラ整備案件需要が増加しており、病院ネットワ

ーク構築の豊富な実績に基づき、医療機関に対するトータルソリューションを提供する体制を整備している。この分野で

は、子会社のアイネット・システムズ株式会社が中心的役割を果たしている。
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調査・企画 医療設備の設計・施工 開業©備 開業・開業後

出所：会社データよりSR社作成

ルーチン

同社では、既存の顧客先医療機関等における更新需要等に関連する事業によるビジネスを「ルーチン」と呼んでいる。プ

ロジェクトが複数年にわたって同社が関与するのに対し、ルーチンは基本的に単年度のみの事業である。具体的なビジネ

スの内容としては、病院経営に最適な医療機器の更新ないしは新設を提案する事業である。病院の建物の設計や建設自体

はそれぞれ専門業者が存在するが、同社グループでは、特殊な機器を要する医療設備の設置等に関するノウハウを活用す

る。また、IT開発やグループ内の不動産管理会社所有の老人ホームや病院施設等の不動産賃貸業務等の事業もルーチンに

含まれる。

同社によれば、近年のプロジェクトの増加により、追加発注ないしは周辺分野の業務の発注が増えつつある。一方、プロ

ジェクトとルーチンの事業内容上の区分けが以前よりも難しくなりつつあり、同社では、プロジェクトとルーチンの区分

が意味を持たなくなりつつあると考えている。

メーカーb

メーカー系とは、医療設備機器の製造・販売のビジネスである。同社グループでは、株式会社セントラルユニ（2006年

11月に子会社化）、山田医療照明株式会社（2008年4月に子会社化）、酒井医療株式会社（2009年10月に子会社化）の3

社が主要な構成会社となっている。

メーカー系3社は主要製品・サービスの販売シェアでそれぞれ高いシェアを占めている。同社の推定によれば、2012年の

国内市場におけるシェアは、セントラルユニ社が医療ガス設備、手術室内装でそれぞれトップのシェアを占める。また、

山田医療照明社の無影灯も国内メーカーではトップシェアである。最後に、酒井医療社は入浴装置がトップシェア、リハ

ビリ機器も他の競合2社とトップシェアを争う位置にいる。
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主に、医療ガス供給設備製品の製造・販売や手術室の設計・施工などを行っている。また、子会社の株式会社エフエスユ

ニマネジメントを通じ、メディカルサプライ事業のSPD関連業務受託を行っている。トータルパックプロデュース事業の

メーカー系で計上される売上は医療設備の製造・工事に関連した業務となる。

また、セントラルユニ社は、東京都文京区湯島にショールーム施設の「Mashup Studio（マッシュアップスタジオ）」を

持つ。Mashup Studioは単なるショールームというよりは、実際の医療現場に近い治療環境を体感することができる空間

が準備されている。2011年3月期の開設以来、年間で数百組の来場がある。

山田-(+��m î

1927年設立の医療用照明機器メーカーである。無影灯（医療に用いられる手術用の照明器具。複数の光源を用いて高照

度で手元に影が出ないように工夫されている）や、その他の医療分野向け診療灯などの製造・販売を行っている。製品ブ

ランドは「SKYLUX」。同社は、「より正しく対象物を照らすこと、そして、より優しい光を医療者に届けること」をモッ

トーにしている。特長は、手術中の血液・臓器・体組織の色の視認性・識別性を高め、精度の高いオペレーションのため

の超高演色なLEDを活用している点。東京都文京区にショールーム「Medical Lighting Lab」を有する。

https://sharedresearch.jp/?origin=flash&projectId=6a8bdad7ab1ea1371e8a7ece&companyId=5fc9fb97f9d6ab000394dd43&linkType=FOOTER&projectType=POST_INTERVIEW_UPDATE&reportSize=FULL&reportLocale=ja


https://sharedresearch.jp/?origin=flash&projectId=6a8bdad7ab1ea1371e8a7ece&companyId=5fc9fb97f9d6ab000394dd43&linkType=FOOTER&projectType=POST_INTERVIEW_UPDATE&reportSize=FULL&reportLocale=ja


https://sharedresearch.jp/?origin=flash&projectId=6a8bdad7ab1ea1371e8a7ece&companyId=5fc9fb97f9d6ab000394dd43&linkType=FOOTER&projectType=POST_INTERVIEW_UPDATE&reportSize=FULL&reportLocale=ja


https://sharedresearch.jp/?origin=flash&projectId=6a8bdad7ab1ea1371e8a7ece&companyId=5fc9fb97f9d6ab000394dd43&linkType=FOOTER&projectType=POST_INTERVIEW_UPDATE&reportSize=FULL&reportLocale=ja


https://sharedresearch.jp/?origin=flash&projectId=6a8bdad7ab1ea1371e8a7ece&companyId=5fc9fb97f9d6ab000394dd43&linkType=FOOTER&projectType=POST_INTERVIEW_UPDATE&reportSize=FULL&reportLocale=ja


https://sharedresearch.jp/?origin=flash&projectId=6a8bdad7ab1ea1371e8a7ece&companyId=5fc9fb97f9d6ab000394dd43&linkType=FOOTER&projectType=POST_INTERVIEW_UPDATE&reportSize=FULL&reportLocale=ja


https://sharedresearch.jp/?origin=flash&projectId=6a8bdad7ab1ea1371e8a7ece&companyId=5fc9fb97f9d6ab000394dd43&linkType=FOOTER&projectType=POST_INTERVIEW_UPDATE&reportSize=FULL&reportLocale=ja


https://sharedresearch.jp/?origin=flash&projectId=6a8bdad7ab1ea1371e8a7ece&companyId=5fc9fb97f9d6ab000394dd43&linkType=FOOTER&projectType=POST_INTERVIEW_UPDATE&reportSize=FULL&reportLocale=ja


https://sharedresearch.jp/?origin=flash&projectId=6a8bdad7ab1ea1371e8a7ece&companyId=5fc9fb97f9d6ab000394dd43&linkType=FOOTER&projectType=POST_INTERVIEW_UPDATE&reportSize=FULL&reportLocale=ja


https://sharedresearch.jp/?origin=flash&projectId=6a8bdad7ab1ea1371e8a7ece&companyId=5fc9fb97f9d6ab000394dd43&linkType=FOOTER&projectType=POST_INTERVIEW_UPDATE&reportSize=FULL&reportLocale=ja


https://sharedresearch.jp/?origin=flash&projectId=6a8bdad7ab1ea1371e8a7ece&companyId=5fc9fb97f9d6ab000394dd43&linkType=FOOTER&projectType=POST_INTERVIEW_UPDATE&reportSize=FULL&reportLocale=ja


https://sharedresearch.jp/?origin=flash&projectId=6a8bdad7ab1ea1371e8a7ece&companyId=5fc9fb97f9d6ab000394dd43&linkType=FOOTER&projectType=POST_INTERVIEW_UPDATE&reportSize=FULL&reportLocale=ja


https://sharedresearch.jp/?origin=flash&projectId=6a8bdad7ab1ea1371e8a7ece&companyId=5fc9fb97f9d6ab000394dd43&linkType=FOOTER&projectType=POST_INTERVIEW_UPDATE&reportSize=FULL&reportLocale=ja


https://sharedresearch.jp/?origin=flash&projectId=6a8bdad7ab1ea1371e8a7ece&companyId=5fc9fb97f9d6ab000394dd43&linkType=FOOTER&projectType=POST_INTERVIEW_UPDATE&reportSize=FULL&reportLocale=ja


https://sharedresearch.jp/?origin=flash&projectId=6a8bdad7ab1ea1371e8a7ece&companyId=5fc9fb97f9d6ab000394dd43&linkType=FOOTER&projectType=POST_INTERVIEW_UPDATE&reportSize=FULL&reportLocale=ja


https://sharedresearch.jp/?origin=flash&projectId=6a8bdad7ab1ea1371e8a7ece&companyId=5fc9fb97f9d6ab000394dd43&linkType=FOOTER&projectType=POST_INTERVIEW_UPDATE&reportSize=FULL&reportLocale=ja


https://sharedresearch.jp/?origin=flash&projectId=6a8bdad7ab1ea1371e8a7ece&companyId=5fc9fb97f9d6ab000394dd43&linkType=FOOTER&projectType=POST_INTERVIEW_UPDATE&reportSize=FULL&reportLocale=ja


https://sharedresearch.jp/?origin=flash&projectId=6a8bdad7ab1ea1371e8a7ece&companyId=5fc9fb97f9d6ab000394dd43&linkType=FOOTER&projectType=POST_INTERVIEW_UPDATE&reportSize=FULL&reportLocale=ja


https://sharedresearch.jp/?origin=flash&projectId=6a8bdad7ab1ea1371e8a7ece&companyId=5fc9fb97f9d6ab000394dd43&linkType=FOOTER&projectType=POST_INTERVIEW_UPDATE&reportSize=FULL&reportLocale=ja


https://sharedresearch.jp/?origin=flash&projectId=6a8bdad7ab1ea1371e8a7ece&companyId=5fc9fb97f9d6ab000394dd43&linkType=FOOTER&projectType=POST_INTERVIEW_UPDATE&reportSize=FULL&reportLocale=ja


https://sharedresearch.jp/?origin=flash&projectId=6a8bdad7ab1ea1371e8a7ece&companyId=5fc9fb97f9d6ab000394dd43&linkType=FOOTER&projectType=POST_INTERVIEW_UPDATE&reportSize=FULL&reportLocale=ja


https://sharedresearch.jp/?origin=flash&projectId=6a8bdad7ab1ea1371e8a7ece&companyId=5fc9fb97f9d6ab000394dd43&linkType=FOOTER&projectType=POST_INTERVIEW_UPDATE&reportSize=FULL&reportLocale=ja


https://sharedresearch.jp/?origin=flash&projectId=6a8bdad7ab1ea1371e8a7ece&companyId=5fc9fb97f9d6ab000394dd43&linkType=FOOTER&projectType=POST_INTERVIEW_UPDATE&reportSize=FULL&reportLocale=ja


https://sharedresearch.jp/?origin=flash&projectId=6a8bdad7ab1ea1371e8a7ece&companyId=5fc9fb97f9d6ab000394dd43&linkType=FOOTER&projectType=POST_INTERVIEW_UPDATE&reportSize=FULL&reportLocale=ja


https://sharedresearch.jp/?origin=flash&projectId=6a8bdad7ab1ea1371e8a7ece&companyId=5fc9fb97f9d6ab000394dd43&linkType=FOOTER&projectType=POST_INTERVIEW_UPDATE&reportSize=FULL&reportLocale=ja


https://sharedresearch.jp/?origin=flash&projectId=6a8bdad7ab1ea1371e8a7ece&companyId=5fc9fb97f9d6ab000394dd43&linkType=FOOTER&projectType=POST_INTERVIEW_UPDATE&reportSize=FULL&reportLocale=ja


https://sharedresearch.jp/?origin=flash&projectId=6a8bdad7ab1ea1371e8a7ece&companyId=5fc9fb97f9d6ab000394dd43&linkType=FOOTER&projectType=POST_INTERVIEW_UPDATE&reportSize=FULL&reportLocale=ja


https://sharedresearch.jp/?origin=flash&projectId=6a8bdad7ab1ea1371e8a7ece&companyId=5fc9fb97f9d6ab000394dd43&linkType=FOOTER&projectType=POST_INTERVIEW_UPDATE&reportSize=FULL&reportLocale=ja


シップヘルスケアホールディングス 3360

Research Coverage Report by Shared Research Inc. | https://sharedresearch.jp | 無料登録 49

メディカルサプライ事業

業績推移

出所：会社資料よりSR作成

セグメント売上高：246,756百万円（同8.7％増）

セグメント利益：2,835百万円（同11.8％増）

概況

第2四半期累計期間の売上高は、同8.7％増となった。新規に受託したSPD施設3件（約950床）が上半期より稼働を始め

たことや、経営母体の異なる複数病院との一括契約SPD案件もあり、2025年9月30日付で契約件数は274件（約101千

床、同4.6％増）となった。

セグメントの営業利益は、同11.8％増、同利益率は1.1％（前年同期横ばい）となった。仕入価格の高騰、最低賃金の上

昇、一部医療材料で厳しい診療報酬にともなう価格下げ圧力等もあったが、売上高を増加させつつ前期下半期に実施され

た子会社5社の統合による経営効率化を進めたことで増益となった。

ライフケア事業

業績推移

出所：会社資料よりSR作成

セグメント売上高：18,542百万円（同1.5％増）

セグメント利益：1,017百万円（同11.9％減）

概況

第2四半期累計期間の売上高は、同1.5％増となった。ライフ事業（介護施設の運営等）は、高い入居率を維持し12,368

百万円（同1.2％増）、フード事業（給食サービス）はドリームキッチンの契約施設数が伸長したことなどで6,173百万円

メディカルサプライ 24年3月期 25年3月期 26年3月期
（百万円） 1Q 1-2Q 1-3Q 1-4Q 1Q 1-2Q 1-3Q 1-4Q 1Q 1-2Q
累計売上高 101,771 205,922 316,849 428,451 112,613 227,091 352,223 474,919 121,896 246,756
前年同期比 12.5% 11.5% 12.3% 10.9% 10.7% 10.3% 11.2% 10.8% 8.2% 8.7%
累計営業利益 1,245 2,800 4,609 6,513 963 2,536 4,206 6,970 1,178 2,835
前年同期比 26.5% 4.2% 5.4% -2.3% -22.7% -9.4% -8.7% 7.0% 22.3% 11.8%
営業利益率 1.2% 1.4% 1.5% 1.5% 0.9% 1.1% 1.2% 1.5% 1.0% 1.1%

3ヶ月 24年3月期 25年3月期 26年3月期
1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q

売上高 101,771 104,151 110,927 111,602 112,613 114,478 125,132 122,696 121,896 124,860
前年同期比 12.5% 10.5% 13.7% 7.2% 10.7% 9.9% 12.8% 9.9% 8.2% 9.1%
営業利益 1,245 1,555 1,809 1,904 963 1,573 1,670 2,764 1,178 1,657
前年同期比 26.5% -8.7% 7.4% -17.0% -22.7% 1.2% -7.7% 45.2% 22.3% 5.3%
営業利益率 1.2% 1.5% 1.6% 1.7% 0.9% 1.4% 1.3% 2.3% 1.0% 1.3%

ライフケア 24年3月期 25年3月期 26年3月期
（百万円） 1Q 1-2Q 1-3Q 1-4Q 1Q 1-2Q 1-3Q 1-4Q 1Q 1-2Q
累計売上高 8,920 18,010 27,233 36,099 9,135 18,268 27,621 36,674 9,234 18,542
前年同期比 30.6% 16.4% 11.9% 7.5% 2.4% 1.4% 1.4% 1.6% 1.1% 1.5%
累計営業利益 564 1,293 2,060 2,606 620 1,155 1,746 2,189 415 1,017
前年同期比 6.2% 16.4% 20.5% 26.8% 9.9% -10.7% -15.2% -16.0% -33.1% -11.9%
営業利益率 6.3% 7.2% 7.6% 7.2% 6.8% 6.3% 6.3% 6.0% 4.5% 5.5%
介護事業入居率 - 98.9% - 98.9% - 96.4% - 98.9% - 96.5%
施設数 75 75 76 76 76
定員数 4,762 4,753 4,876 4,874 4,874
入居数 4,710 4,703 4,700 4,698 4,702

3ヶ月 24年3月期 25年3月期 26年3月期
1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q

売上高 8,920 9,090 9,223 8,866 9,135 9,133 9,353 9,053 9,234 9,308
前年同期比 30.6% 5.2% 4.1% -4.2% 2.4% 0.5% 1.4% 2.1% 1.1% 1.9%
営業利益 564 729 767 546 620 535 591 443 415 602
前年同期比 6.2% 25.7% 28.3% 57.8% 9.9% -26.6% -22.9% -18.9% -33.1% 12.5%
営業利益率 6.3% 8.0% 8.3% 6.2% 6.8% 5.9% 6.3% 4.9% 4.5% 6.5%
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（同2.0％増）となった。

セグメントの営業利益は、同11.9％減、同利益率は5.5％（同0.8％ポイント低下）となった。減益となった要因は、物価

上昇下でサービス品質の維持を優先したことで、人手不足による派遣費、委託費などをはじめとする事業運営コストが上

昇したことである。

事業別でみると、ライフ事業では、2025年1月1日付けで子会社2社の経営統合による合理化が図られたものの、酷暑によ

り水道光熱費が増加したことや、一部施設で近隣施設との競合もあり入居率が伸び悩んだこと、も影響した。フード事業

では、不採算施設の厨房業務の撤退を進めたものの、コメをはじめとする食材価格の高騰の影響を受けた。

調剤薬局事業

業績推移

出所：会社資料よりSR作成

セグメント売上高：16,929百万円（同2.0％増）

セグメント利益：1,976百万円（同27.8％増）

概況

第2四半期累計期間の売上高は、同2.0％増となった。グループ保険薬局の店舗数は127店舗（前期末比3店舗減）となっ

た。

セグメント利益は同27.8％増、同利益率は11.7％（同2.4％ポイント上昇）となった。増益、利益率の改善の要因は、

2025年4月に子会社4社の統合を行ったことや、採算性の観点から保険薬局5店舗の統合を行ったことなど、経営効率化を

進めたためである。

2026年3月期第1四半期実績（2025年8月8日発表）

2026年3月期第1四半期（2025年4月～6月）実績

売上高：163,310百万円（前年同期比5.2％増）

営業利益：2,953百万円（同15.7％減）

経常利益：3,099百万円（同31.0％減）

親会社株主に帰属する四半期純利益：2,030百万円（同34.1％減）

事業環境

日本経済は、雇用・所得環境の改善や各種政策による持続的な改善が見られる一方で、エネルギー価格の高止まりや円安

の継続、物価上昇の影響が続いており景気の先行きは依然として不透明感が残る状況となっている。

医療業界でも、第8次医療計画や第4期医療費適正化計画、医師の働き方改革等、2024年度から様々な施策がスタートし

たことに加え、医療DX推進体制整備加算の見直し等により、医療現場のデジタル化促進が求められ、引き続き効率的・

調剤薬局 24年3月期 25年3月期 26年3月期
（百万円） 1Q 1-2Q 1-3Q 1-4Q 1Q 1-2Q 1-3Q 1-4Q 1Q 1-2Q
累計売上高 7,899 16,173 24,401 32,719 8,162 16,589 25,182 33,468 8,346 16,929
前年同期比 9.5% 9.9% 7.6% 7.3% 3.3% 2.6% 3.2% 2.3% 2.3% 2.0%
累計営業利益 737 1,676 2,670 3,530 793 1,546 2,545 3,426 928 1,976
前年同期比 15.0% 18.1% 15.0% 8.4% 7.6% -7.8% -4.7% -2.9% 17.0% 27.8%
営業利益率 9.3% 10.4% 10.9% 10.8% 9.7% 9.3% 10.1% 10.2% 11.1% 11.7%
店舗数 126 129 132 130 127
3ヶ月 24年3月期 25年3月期 26年3月期

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q
売上高 7,899 8,274 8,228 8,318 8,162 8,427 8,593 8,286 8,346 8,583
前年同期比 9.5% 10.3% 3.3% 6.4% 3.3% 1.8% 4.4% -0.4% 2.3% 1.9%
営業利益 737 939 994 860 793 753 999 881 928 1,048
前年同期比 15.0% 20.7% 10.1% -7.9% 7.6% -19.8% 0.5% 2.4% 17.0% 39.2%
営業利益率 9.3% 11.3% 12.1% 10.3% 9.7% 8.9% 11.6% 10.6% 11.1% 12.2%
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効果的で質の高い医療提供体制の構築が求められている。

業績概況

売上高は同5.2％増となった。トータルパックプロデュース（TPP）事業は、下期偏重との期初想定通り、第1四半期は低

調なスタートとなった。一方、メディカルサプライ（MSP）事業では、新規SPD受託施設が今期より稼働が始まったほか

複数病院との一括契約SPD案件も加わり、増収に寄与した。

売上総利益は、TPP事業を中心に売上高が低調に推移し、13,733百万円（同0.3％増）、同利益率は8.4％（同0.4％ポイン

ト低下）となった。販管費は、設備投資計画に係る各種費用が増加したことにより、10,779百万円（同5.8％増）となっ

た。この結果、営業利益は、MSP事業が売上高の拡大により増益となったものの、TPP事業が大幅な減益になったこと

で、同15.7％減、同利益率は1.8％（同0.5％ポイント低下）となった。

セグメント別業績概要

トータルパックプロデュース事業

業績推移

出所：会社資料よりSR作成

セグメント売上高（外部顧客に対する売上高、以下同様）：23,834百万円（同5.8％減）

セグメント利益：466百万円（同57.6％減）

概況

売上高は同5.8％減となった。医療情報系ソリューションビジネスが好調に推移したことや、ODA関連企業の株式会社テ

ックインターナショナルがグループに参画したものの、2026年3月期は、プロジェクト案件がここ数期の中で最も下期偏

重となる計画で、第1四半期はほぼその想定通りに推移した。さらに、リニューアル工事の売上計上も第2四半期に期ず

れとなった。

売上高の主要な系統別内訳でみると、メーカー系は7,113百万円（同28.5％増）となったものの、プロジェクト・ルーチ

ン系が、プロジェクト案件の下期偏重により9,014百万円（同20.2％減）と減少した。また、キングラン系もリニューア

ル工事の期ずれもあり、4,786百万円（同17.4％減）となった。

セグメントの営業利益は同57.6％減、同利益率は2.0％（同2.3％ポイント低下）となった。第1四半期は、同社想定通り

売上高が減少した一方、コストは先行して計上されたこともあり、大幅な減益となった。

トータルパックプロデュース 24年3月期 25年3月期 26年3月期
（百万円） 1Q 1-2Q 1-3Q 1-4Q 1Q 1-2Q 1-3Q 1-4Q 1Q
累計売上高 27,876 56,665 84,574 133,717 25,307 48,083 87,245 133,167 23,834
前年同期比 66.9% 16.5% 8.6% 9.7% -9.2% -15.1% 3.2% -0.4% -5.8%
累計営業利益 1,326 3,443 5,738 11,805 1,098 2,498 6,580 12,017 466
前年同期比 112.5% 28.3% 17.1% 30.8% -17.2% -27.4% 14.7% 1.8% -57.6%
営業利益率 4.8% 6.1% 6.8% 8.8% 4.3% 5.2% 7.5% 9.0% 2.0%
プロジェクト件数 15 39 9 -
3ヶ月 24年3月期 25年3月期 26年3月期

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q
売上高 27,876 28,789 27,909 49,143 25,307 22,776 39,162 45,922 23,834
前年同期比 66.9% -9.9% -4.6% 11.8% -9.2% -20.9% 40.3% -6.6% -5.8%
営業利益 1,326 2,117 2,295 6,067 1,098 1,400 4,082 5,437 466
前年同期比 112.5% 2.8% 3.6% 47.1% -17.2% -33.9% 77.9% -10.4% -57.6%
営業利益率 4.8% 7.4% 8.2% 12.3% 4.3% 6.1% 10.4% 11.8% 2.0%
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メディカルサプライ事業

業績推移

出所：会社資料よりSR作成

セグメント売上高：121,896百万円（同8.2％増）

セグメント利益：1,178百万円（同22.3％増）

概況

売上高は同8.2％増となった。経営母体の異なる複数病院との一括契約SPD案件や、新規SPD施設2件の稼働が本格化した

ことが寄与した。第1四半期末のSPD受託状況は、全国274件（約100,400床、前期末比2件増加）となった。

セグメントの営業利益は同22.3％増、同利益率は1.0％（同0.1％ポイント上昇）となった。仕入価格の高騰や最低賃金上

昇による人件費や派遣費の増加はあったものの、2024年10月に実施した子会社5社の統合により、経営の効率化が進んだ

ことが寄与した。

ライフケア事業

業績推移

出所：会社資料よりSR作成

セグメント売上高：9,234百万円（同1.1％増）

セグメント利益：415百万円（同33.1％減）

概況

売上高は同1.1％増となった。事業別売上高は、食事提供事業では、ドリームキッチンの契約施設数が伸長し3,118百万円

（同0.8％増）となり、介護事業も6,115百万円（同1.2％増）と増加した。

メディカルサプライ 24年3月期 25年3月期 26年3月期
（百万円） 1Q 1-2Q 1-3Q 1-4Q 1Q 1-2Q 1-3Q 1-4Q 1Q
累計売上高 101,771 205,922 316,849 428,451 112,613 227,091 352,223 474,919 121,896
前年同期比 12.5% 11.5% 12.3% 10.9% 10.7% 10.3% 11.2% 10.8% 8.2%
累計営業利益 1,245 2,800 4,609 6,513 963 2,536 4,206 6,970 1,178
前年同期比 26.5% 4.2% 5.4% -2.3% -22.7% -9.4% -8.7% 7.0% 22.3%
営業利益率 1.2% 1.4% 1.5% 1.5% 0.9% 1.1% 1.2% 1.5% 1.0%

3ヶ月 24年3月期 25年3月期 26年3月期
1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q

売上高 101,771 104,151 110,927 111,602 112,613 114,478 125,132 122,696 121,896
前年同期比 12.5% 10.5% 13.7% 7.2% 10.7% 9.9% 12.8% 9.9% 8.2%
営業利益 1,245 1,555 1,809 1,904 963 1,573 1,670 2,764 1,178
前年同期比 26.5% -8.7% 7.4% -17.0% -22.7% 1.2% -7.7% 45.2% 22.3%
営業利益率 1.2% 1.5% 1.6% 1.7% 0.9% 1.4% 1.3% 2.3% 1.0%

ライフケア 24年3月期 25年3月期 26年3月期
（百万円） 1Q 1-2Q 1-3Q 1-4Q 1Q 1-2Q 1-3Q 1-4Q 1Q
累計売上高 8,920 18,010 27,233 36,099 9,135 18,268 27,621 36,674 9,234
前年同期比 30.6% 16.4% 11.9% 7.5% 2.4% 1.4% 1.4% 1.6% 1.1%
累計営業利益 564 1,293 2,060 2,606 620 1,155 1,746 2,189 415
前年同期比 6.2% 16.4% 20.5% 26.8% 9.9% -10.7% -15.2% -16.0% -33.1%
営業利益率 6.3% 7.2% 7.6% 7.2% 6.8% 6.3% 6.3% 6.0% 4.5%
介護事業入居率 - 98.9% - 98.9% - 96.4% - 98.9% -
施設数 75 75 76 76
定員数 4,762 4,753 4,876 4,874
入居数 4,710 4,703 4,700 4,698

3ヶ月 24年3月期 25年3月期 26年3月期
1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q

売上高 8,920 9,090 9,223 8,866 9,135 9,133 9,353 9,053 9,234
前年同期比 30.6% 5.2% 4.1% -4.2% 2.4% 0.5% 1.4% 2.1% 1.1%
営業利益 564 729 767 546 620 535 591 443 415
前年同期比 6.2% 25.7% 28.3% 57.8% 9.9% -26.6% -22.9% -18.9% -33.1%
営業利益率 6.3% 8.0% 8.3% 6.2% 6.8% 5.9% 6.3% 4.9% 4.5%
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セグメントの営業利益は同33.1％減、同利益率は4.5％（同2.3％ポイント低下）となった。この要因は、介護事業で子会

社2社の統合により経営効率化を図ったものの、食事提供事業では、代替が困難なコメなどの食材価格の高騰の影響を受

けたほか、介護事業でも、光熱費の上昇や新規施設オープンにともなう先行費用を計上したことによる。さらに、全セグ

メントを通じて、人手不足による派遣費、委託費の高騰も費用負担の増加に繋がった。

調剤薬局事業

業績推移

出所：会社資料よりSR作成

セグメント売上高：8,346百万円（同2.3％増）

セグメント利益：928百万円（同17.0％増）

概況

売上高は同2.3％増となった。店舗数は、経営効率化の観点から127店舗（前年度末比3店舗減）となったものの、後発医

薬品調剤体制加算の算定開始店舗が増加したことで調剤報酬が伸長したことが増収に寄与した。

セグメントの営業利益は同17.0％増、同利益率は11.1％（同1.4％ポイント上昇）となった。この要因は、2025年4月の

子会社4社の統合により、求人開拓費の削減などの効果があったことによるものである。

調剤薬局 24年3月期 25年3月期 26年3月期
（百万円） 1Q 1-2Q 1-3Q 1-4Q 1Q 1-2Q 1-3Q 1-4Q 1Q
累計売上高 7,899 16,173 24,401 32,719 8,162 16,589 25,182 33,468 8,346
前年同期比 9.5% 9.9% 7.6% 7.3% 3.3% 2.6% 3.2% 2.3% 2.3%
累計営業利益 737 1,676 2,670 3,530 793 1,546 2,545 3,426 928
前年同期比 15.0% 18.1% 15.0% 8.4% 7.6% -7.8% -4.7% -2.9% 17.0%
営業利益率 9.3% 10.4% 10.9% 10.8% 9.7% 9.3% 10.1% 10.2% 11.1%
店舗数 126 129 132 130
3ヶ月 24年3月期 25年3月期 26年3月期

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q
売上高 7,899 8,274 8,228 8,318 8,162 8,427 8,593 8,286 8,346
前年同期比 9.5% 10.3% 3.3% 6.4% 3.3% 1.8% 4.4% -0.4% 2.3%
営業利益 737 939 994 860 793 753 999 881 928
前年同期比 15.0% 20.7% 10.1% -7.9% 7.6% -19.8% 0.5% 2.4% 17.0%
営業利益率 9.3% 11.3% 12.1% 10.3% 9.7% 8.9% 11.6% 10.6% 11.1%
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その他の情報
沿革

年月 概要

1992年8月
大阪府吹田市に株式会社シップコーポレーション（現同社）を設立し、医療・保健・福祉施設のコンサルティング業

務を開始（創業時は7名でスタート）。

1992年11月
グリーンホスピタルサプライ株式会社（現同社に吸収合併、大阪府吹田市）を設立し、レントゲンフィルム・自動現

像機等の富士写真フイルム製品および医療用機器等の販売を開始。

1999年10月
旧グリーンホスピタルサプライ社がメディカルイメージング部門を富士フイルムメディカル西日本株式会社へ営業譲

渡。

2005年2月 東京証券取引所市場第二部に上場。

2006年11月 セントラルユニ社とその子会社5社を子会社化。
2007年3月 東京証券取引所市場第一部に指定変更。

2008年4月 山田医療照明社を子会社化

2009年10月
セントラルユニ社を株式交換で100％子会社化すると同時に、持株会社へと移行し社名をシップヘルスケアホールデ
ィングス株式会社に変更。

2009年10月 酒井医療社とその子会社1社を子会社化
2010年10月 株式会社札幌メデイカルコーポレーシヨンとその子会社3社を子会社化
2011年12月 アントケアホールディングス社（現 グリーンライフ社に吸収合併、）とその子会社４社を子会社化
2012年12月 株式会社医療サービス研究所を子会社化

2013年11月 中嶋メディカルサプライ株式会社を子会社化

2014年2月 ティック株式会社を子会社化

2014年3月 株式会社アゴラジャパンを子会社化

2015年3月 オーラムメディカル株式会社とその子会社1社を子会社化
2015年8月 株式会社西野医科器械を子会社化

2016年4月 小西共和ホールディング株式会社とその子会社4社を子会社化
2016年8月 日本パナユーズ株式会社とその子会社1社を子会社化
2017年4月 ユーロメディテック株式会社と有限会社花梨薬局を子会社化

2019年10月 株式会社日本ネットワークサービスとその子会社1社を子会社化
2020年4月 Okkar Thiri
Co.,Ltd.とその子会社1社を子会社化

Snow Everest
Co.,Ltd.とその子会社1社を子会社化
2020年5月 株式会社エス・ティー・ケー（大阪府吹田市）を子会社化。

2021年4月 マスターズホスピタリティ株式会社（大阪市中央区）を子会社化。

2022年2月 株式会社トム・メディック（青森県青森市）とその子会社１社を子会社化。

2022年4月 株式会社中央（香川県高松市）を子会社化。

2022年7月 株式会社キングラン（東京都千代田区）とその子会社11社を子会社化。
2022年8月 有限会社菜の花薬局（東京都中央区）を子会社化。

2022年10月 株式会社オールケアー（山口県防府市）を子会社化。

2023年8月 有限会社C.M.J（東京都中央区）、有限会社フレンズ（仙台市泉区）を子会社化。
2023年12月 株式会社エヌジェイメディカル（札幌市中央区）を子会社化。

2024年1月 有限会社スターシップ（大阪府吹田市）を子会社化。

2024年2月 株式会社エム・アイ・シー（横浜市金沢区）を子会社化、マスターシーズン株式会社（大阪市中央区）を設立。

2024年9月 株式会社MONAKA（東京都中央区）を子会社化。
2025年5月 株式会社テックインターナショナルを子会社化。

2026年2月 首都圏･医療材料物流拠点「SHIPグランベース 東京」を開設
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コーポレートガバナンス

出所：会社資料よりSR社作成（2026年2月6日時ß）

トップ経営�

古川國久氏（1945年生まれ）は、創業者であり現代表取締役会長。古川氏は、1964年4月に西本産業（現キヤノンメド

テックサプライ株式会社、非上場）に入社したが、医療機関向けのコンサルティング業務に特化するため1992年8月には

大阪府吹田市に株式会社シップコーポレーション（現同社）を設立し、医療・保健・福祉施設のコンサルティング業務を

開始した。2021年6月より同社代表取締役会長。

小川宏隆氏（1958年生まれ）は、古川会長とともに同社を立ち上げた創業メンバーの一人で社員番号第2番、現代表取締

役副会長。同社のコンサルティング事業を立ち上げた責任者で、それが現在のトータルパックプロデュース事業につなが

っている。また、2004年には上場を視野に入れて経営企画室でIR活動を、2008年からは管理本部長、と事業全般に亘る

経験を持つ。2021年6月より代表取締役副会長。

大橋太氏（1964年生まれ）は、2021年6月の株主総会を経て、代表取締役副社長から代表取締役社長に就任した。1987

年にエフエスユニマネジメント社に入社し、2006年には、エフエスユニマネジメント社の代表取締役社長に就任した。

2007年にはセントラルユニ社の取締役を経て、2009年から同社取締役に就任していた。

従業員

出所：会社資料よりSR社作成

�織形態・Û本構成

組織形態 監査役設置会社

支配株主 無

取締役・監査役関�

定款上の取締役員数 15名
取締役人数 11名
定款上の取締役任期 1年
取締役会議長 会長 （社長を兼任している場合を除く）
社外取締役人数 4名
社外取締役のうち独立役員に指定されている人数 4名
定款上の監査役の人数 5名
監査役の人数 4名
社外監査役の人数 3名
社外監査役のうち独立役員に指名されている人数 3名
その他

議決権電子行使プラットフォームへの参加 有

招集º知（要約）の英文での提供 有

取締役へのインセンティブ付与に関する施策の実施状況 実施していない

取締役報酬の開示状況 個別報酬の開示はしていない

報酬のnまたはその算定方法の決定方針の有無 有

買収防衛策の導入の有無 無

従業員数 17年3月期 18年3月期 19年3月期 20年3月期 21年3月期 22年3月期 23年3月期 24年3月期 25月3月期 26月3月期
トータルパックプロデュース 968 981 988 1,396 1,699 2,151 2,734 2,398 2,401 2,433
臨時従業員 440 426 365 356 353 1,657 2,255 2,423 2,436 2,263
メディカルサプライ 2,149 2,211 2,181 2,216 2,289 2,426 2,475 2,562 2,620 2,600
臨時従業員 1,608 1,725 1,731 1,811 1,890 1,978 2,047 2,171 2,243 2,077
ライフケア 1,699 1,725 1,716 1,716 1,695 1,697 2,092 2,059 2,006 1,961
臨時従業員 1,698 1,860 1,984 2,082 2,140 2,228 3,564 3,925 3,876 3,388
調剤¦局 462 489 498 540 581 604 682 716 731 789
臨時従業員 417 437 449 487 472 471 455 452 405 375
その他 322 322 317 391 391 - - - - -
臨時従業員 613 492 501 1,375 1,287 - - - - -
全社（共通） 74 74 79 109 114 65 63 58 47 36
臨時従業員 37 32 39 41 46 74 28 24 22 10
合計 5,674 5,802 5,779 6,368 6,769 6,943 8,046 7,793 7,805 7,819
臨時従業員 4,813 4,972 5,069 6,152 6,188 6,408 8,349 8,995 8,982 8,113
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大株主

出所：会社データよりSR社作成（2026年3月31日現在）

配当および株主還元

同社の配当方針は配当金額よりも配当性向を重視している。配当性向の目標値は20％だったが、2008年4月30日の中期

経営計画策定にともない、中期的な目標として配当性向30％の実現を挙げた。中期経営計画「SHIP VISION 2030」で

も、引き続き連結配当性向30％以上の安定確保を実施することや、投資の進捗等を踏まえた機動的な自己株式取得を行

うことを明示している。

配当実績

出所：会社データよりSR社作成

*2021年4月1日付けで普通株式1：2の割合で株式分割を実施。2021年3月期以前の数値についても、分割が実施されたと仮定して各指標を算出

大株主の状況 所有株式数
（千株） 所有株式数の
割合
日本マスタートラスト信託銀行株式会社
（信託口） 10,393 11.29%
株式会社コッコー 7,977 8.67%
STATE STREET BANK AND TRUST
COMPANY 7,196 7.82%
株式会社日本カストディ銀行（信託口） 5,074 5.51%
春日興産合同会社 2,800 3.04%
JP
MORGAN CHASE BANK 380055 2,779 3.02%
古川　幸一郎 2,460 2.67%
NORTHERN TRUST CO．（AVFC）RE
FIDELITY FUNDS 2,409 2.62%
野村信託銀行株式会社（投信口） 2,083 2.26%
古川國久 1,973 2.14%
計 45,144 49.04%

2017年3月期 2018年3月期 2019年3月期 2020年3月期 2021年3月期 2022年3月期 2023年3月期 2024年3月期 2025年3月期 2026年3月期

1株当たり配
当

普通配当 28 32 35 37.5 40 41 42 45 58 60
記念配当 2 - - - - - - 5 - -
合計 30 32 35 37.5 40 41 42 50 58 60

配当金総額 3,035 3,238 3,334 3,556 3,774 3,868 3,962 4,717 5,472 5,521
連結配当性向 32.2 31.3 30.7 30.2 30.8 31.8 32.8 34.2 36.2 41.6
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